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自治会について

過疎地

域の増

加

団結力

が弱まっ

ている

組織への

未加入者

増

役員の

担い手

活動内容

が限定的

行政か

らの依

頼業務

高齢化若者の参加

が少ない

人材不足

市民（年代別）

にはどのよう

に映っている

行事等

のマンネ

リ化

婦人会

の解散

後継者不足

行政の

下請け

世代交代により、

現状の活動が今

後も継続できるか

若い人

が無関

心
ボランティア

精神が希薄

近所づ

きあいが

希薄

自治会

活動の

低下

リーダーの

発掘と育成

が大事

人口減少

複数の役を

兼務

少子高齢化

活動がよく

わからない。

活動がよく

わからない。

会員は、全

住民？

所帯代表？

自治進行委員会と

地域づくり協議会と

の関係は？

全員加入

か？

役員に女

性が少な

い役員の

なり手が

少ない

男社会

周知をお願いし

たり、行政で決

まったことを実行

する事務はすご

く力があるように

構
成
員

活
動

そ
の
他



NPOについて

連携が重要

存在が知ら

れていない

のでは？

スタッフにわずかで

も報償費等で報い

ることのできるシス

テム構築

収入、資金

源が乏しい

団体の動

きがよくわ

からない。

法人化すれ

ばよいと思

う傾向があ

る。

行政が必要とし

ていることを具

体的に伝えるこ

とが必要

NPOとしてやりた

い事と行政の想

いが近づく工夫

が必要

人口減少・少

子高齢化に対

応するNPO活

動等の促進

市内にどれだ

けのNPO団体

があるのか知

らない。

NPO団体がどの

ような理念で活

動しているのか

知らない。

行政からの

情報等連携

が必要

財政支援が

必要

住民と協力して

地区の活性化

に取り組む。

どのよう

なNPOが

あるのか

知らない。

どのよう

な活動を

している

か。

メリットと

デメリット

はどんな

ことか。

認
知
度

活
動
費

連
携
・
協
力

そ
の
他



市民協働について

地域担当職

員の派遣は

すばらしい

取り組み。

市民の自

主、自立

精神が不

足

市民参加

そのものに

疑問、複雑

にしている。

市長・行

政・議会・

連合会で

十分

行政には、財政

の助成、最新の

情報提供等をお

願いしたい。

協働の方法としては、

事業の委託・補助、

人材派遣、情報提

供・情報交換等いろ

いろなカタチがある。

理
解
度

そ
の
他

名
ば
か
り
の
協
働

関
係
性



まちづくりについて

市民が氷見の

良さに気づい

ていない

あたり前のことが空

気みたいな存在に

なっていて目の前の

シアワセに気づかな

い。
独立気風が強い各

種団体等を包含す

る組織を立ち上げ、

地域の課題を共有

していく必要がある。

公共交通機

関の不便

凝り固まっ

た考え
人材不足

たくさんのプ

ロジェクトやイ

ベントが行わ

れているが、

参加した市民

の声やまとめ

がWeb上に公

開されていな

い。

市民が主役

であるとの認

識が不十分

防災・危機管

理に対する理

解と訓練不足

自治振興委

員、民生委員、

福祉推進委

員の連携

「まち」に関わる全ての

人が自分ごとにとらえ真

に豊かな暮らしを創造し

ていくことがまちづくり

市民の意識改革

ができなければ

自己満足で終わ

り、先の発展が

望めない

市民が主体の

まちづくり

市民の意見

が市政に反

映されるま

ちづくり

参加者が固定し広

がりが起きにくい

目
標

必
要
な
こ
と

現
状

人
材


